
農 福 連 携 の ス ス メ
令
和
３
年
度
新
規
事
業
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農
作
業
な
ど
に
取
り
組
む

長
野
市
で
は
、
農
業
を
通
じ
て
障

害
者
が
社
会
参
加
す
る
こ
と
や
地
域

農
業
維
持
へ
の
貢
献
な
ど
に
よ
る
共

生
型
社
会
の
実
現
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
「
働
き
が

い
も
経
済
成
長
も
」
な
ど
の
目
標
達

成
に
向
け
て
、
積
極
的
に
農
福
連
携

を
推
進
す
る
た
め
次
の
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
長
野
市
農
業
公
社
と

連
携
し
て
、
障
害
者
な
ど
を
対
象
に

し
た
農
作
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

障
害
が
あ
る
皆
さ
ん
が
農
作
業
を

経
験
し
な
が
ら
農
業
技
術
な
ど
を
知

っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
農
業
者
が
障
害

者
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。

二
つ
目
は
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
認

証
取
得
へ
の
支
援
で
す
。

農
福
連
携
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の

高
付
加
価
値
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

認
証
制
度
と
は

農
福
連
携
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
産

品
の
ア
ピ
ー
ル
力
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
、
障
害
者
が
生
産
の
行

程
に
携
わ
っ
た
生
鮮
・
加
工
食
品
で

あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
日
本
農
林
規

格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
の
一
つ
と
し
て
、
平

成

年
３
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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取
得
へ
の
支
援

ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
に
よ

り
、
社
会
的
価
値
の
あ
る
商
品
と
し

て
の
高
付
加
価
値
化
や
、
人
や
社

会
・
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
（
エ

シ
カ
ル
消
費
）
を
望
む
購
買
層
な
ど

へ
の
販
路
拡
大
が
期
待
で
き
ま
す
。

ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
制
度
の
定

着
を
目
指
し
、
次
の
と
お
り
新
た
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
に
対
す
る
補
助

〇
新
規
認
証
取
得

補
助
率
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

〇
認
証
の
更
新

補
助
率
３
分
の
１

(

上
限
３
万
円
：
２
回
ま
で)

障
害
者
就
労
事
業
所
を
紹
介

長
野
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議

会
が
行
う
、「
農
福
就
労
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

多
く
の
福
祉
事
業
所
と
農
業
者
が
連

携
し
、
障
害
者
が
農
業
分
野
で
活
躍

す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者
一
人
ひ
と
り
が
、
元
気
に

通
え
る
「
居
場
所
」
と
、
障
害
特
性

を
活
か
し
て
頑
張
れ
る
「
活
動
の
場
」

を
提
供
す
る
わ
く
ワ
ー
ク
（
三
輪
八

丁
目
）
で
は
、
様
々
な
作
業
を
行
う

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
お

り
、
現
在
は

人
の
障
害
者
が
活
動
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し
て
い
ま
す
。
バ
ス
や
電
車
、
バ
イ

ク
な
ど
を
利
用
し
て
事
業
所
に
通
所

し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
や
る
気
満
々

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
を
活

か
し
て
様
々

な
仕
事
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
パ

ン
の
販
売
で

は
、
計
算
の
得

意
な
人
と
会

話
が
好
き
な

人
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
パ
ン
を
紹
介

し
な
が
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
が
忙
し
い
時
期
に
は
、
農

家
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
、
り
ん
ご
の

葉
摘
み
や
玉
回
し
作
業
、
収
穫
、
選

別
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
な

ど
を
通
じ
て
の
社
会
参
加
に
よ
り
、

障
害
を
持
つ
皆
さ
ん
が
安
定
し
た
収

入
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
さ
ら
に
農
福
連
携
の
輪
が

広
が
る
よ
う
、
市
と
市
農
業
公
社
、

長
野
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会
な

ど
が
連
携
し
て
い
き
ま
す
。
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長野市農業公社主催の

障害者向け農作業体験会

(果樹のせん定枝の片付け作業)

▼大豆の選別作業

▲りんごの葉摘み

作業

３月４日(木)に開催した体験会に

６組延べ 20 人が参加(真島の果樹園)


